
東アジアの古代象嵌銘文大刀

西 山 要

1は じ め に

日本の古墳か ら発見される大刀には、刀身や柄頭 ・鍔 ・鞘口 ・鞘尻などの刀装具に文様を

象嵌 した象嵌文様大刀がある。その数は全国で約300例 、北は山形県 ・宮城県か ら西 は熊本

県 ・宮崎県に及ぶ。 また、刀身に文字を象嵌 した象嵌銘文大刀は古墳出土品のほか伝世 され

た大刀や文献に記された大刀、そ して、古代 ・中世のものをもあわせると15例を数える。

中でも最も古い象嵌大刀は、奈良県天理市所在の東大寺山古墳から出土 した漢中平紀年大

刀である。全長110セ ンチメー トルの鉄製大刀の棟に24文 字の金象嵌の銘が記 され、 冒頭の

「中平口年五月丙午」の紀年から、中国 ・漢代の中平年間、西暦184～189年 に造 られ、我が

国にもた らされておよそ150年 間伝世 したのち東大寺山古墳に死者とともに埋納 された もの

であろう。

また、伝世された象嵌銘文大刀としては、朝鮮半島の三国時代 ・百済からもたらされた奈

良県天理市の石上神社の七支刀がある。全長86セ ンチメー トル、両側に3本 ずっ枝のある剣

身の表裏に61文字の金象嵌の銘が記され、冒頭の 「泰和四年五月十六 日丙午正陽」の紀年や

「百済王」の記載から、西暦369年 に製作され、 日本書記の記載によると372年 に我が国にも

た らされたことがわかり、およそ1700年 もの問、石上神社に伝世 されてきた。

日本で造 られた最も古い象嵌銘文大刀は千葉県市原市 ・稲荷台1号 墳の王賜銘鉄剣で、推

定12文 字の銀象嵌銘に年紀は記されていないものの5世 紀半ばの大刀と推測されている。っ

ついて埼玉県行田市 ・稲荷山古墳発見の全長73.5セ ンチメー トルの辛亥銘鉄剣には表裏に115

文字の金象嵌銘文が記され、冒頭の 「辛亥年」は西暦471年 にあたる。象嵌銘文大刀 は極め

て少ないものの6世 紀以降も出土品、伝世品、文献記載の大刀等が見られる。

日本の象嵌銘文大刀は、古墳時代にあっては大和政権の一翼を担 う豪族の古墳、地方豪族

の古墳、要衝管理などの特殊な職掌にあった人物の古墳から発見されたり、その後は永 く神

社や朝廷に伝わったり、古文献に記録されるなど、政治 ・社会 ・思想などを考える上で注目

すべき極めて特異な存在である。

本稿の目的は日本の象嵌銘文大刀の性格を明 らかにすることにあるが、その始源である中

国と韓国の象嵌銘文大刀 もあわせ、銘文内容 ・象嵌線の組成成分 ・象嵌技法などの視点から
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検討を加えるものである。

2日 本 ・韓国 ・中国の象嵌大刀の研究

日本の象嵌銘文大刀の研究は明治時代に遡る。石上神社宮司の菅政友氏等による七支刀の
(1)(2)(3)

銘文解読、1899年 の若林勝邦氏や1911年 の古谷清氏による熊本県 ・江田船山古墳出十の銀象

嵌大刀の銘文解読などに始まり、以後、両銘文大刀の研究は多 くの研究者によって行われ、

銘文大刀が日本の古代を考える上で極めて重要な資料であることが指摘 されている。
(4)

最近では、1978年 の埼玉県 ・稲荷山古墳発見の辛亥銘鉄剣、1983年 の島根県 ・岡田山1号
(5)(6)

墳発見の額田部臣銘大刀、同年の兵庫県 ・箕谷2号 墳発見の戌辰銘鉄刀、1987年 の千葉県 ・
(7)

稲荷台1号 墳発見の王賜銘鉄剣等の発見が相次 ぎ、象嵌銘文大刀にも内容 ・時代 ・発見古墳

が実にバラエティーに富むことが判 り、銘文内容のみならず象嵌技法の研究もあわせ行われ

研究の黄金時代を迎えた感がある。
(8)

象嵌文様大刀の研究は1940年 に神林淳雄氏により始められ、1980年 前後の相次 ぐ象嵌銘文

大刀の発見に触発されて飛躍的に進展 した。1981年 の橋本博文氏の研究は、亀甲繋鳳鳳文象
(9)

嵌大刀を編年 しその製作には百済系渡来工人が関与するとし、1986年 にはさらに深あた研究
(10・11)

を発表 している。町田章氏の1984年 の研究は、 日本の象嵌の始源を中国 ・戦国時代に求め、
(12)

日本の5世 紀～6世 紀前半の象嵌は百済 ・伽耶系の渡来工人によって製作されたものとした。

筆者は1985～86年 に、125遺 跡159例 の象嵌大刀を集成 し、5世 紀代、6世 紀前半代、6世

紀後半～7世 紀初めの3っ の画期を設定 し、その分布が畿内を中心にして次第に全国に拡大

することから、象嵌大刀の存在は国家形成にむかう古墳時代の政治的 ・社会的状況を色濃 く
(13・14)

反映 していることを述べた。

また、地域 ごとの象嵌大刀の編年や製作技法の解明を試みた研究は、1985年 の横田義章氏
(15)(16)

の九州地方の象嵌大刀、瀧瀬芳之氏・野中仁氏の埼玉県の象嵌大刀、鈴木敏則氏の静岡県の
(17)(18)

象嵌大刀、松田隆嗣氏 ・今津節生氏の福島県の象嵌大刀等がある。

一・方、象嵌技法や組成成分分析の研究では、樋口清治氏 ・青木繁夫氏の中国 ・漢代の金銀
(19)

象嵌鉄鏡の保存処理 と材質 ・技法を探る先駆的研究がある。その後、金工技術の立場か らの

田中勇氏 ・中野政樹氏と、保存科学研究の立場か らの馬淵久夫氏 ・沢田正昭氏と筆者 らの辛
(4)

亥銘鉄剣の保存処理に伴う調査 ・研究によって、古墳時代象嵌の材質 ・技法等を明 らかにす

ることができた。 さらに、筆者による20数例の象嵌のX線 写真撮影や成分分析等による技術
(20)(21)

の解明、肥塚隆保氏等の調査によって銅象嵌の存在 も明 らかにされた。1996年 筆者は、象嵌

銘文大刀および象嵌大刀について、象嵌の組成成分、技法、銘文内容などの多角的視点から
(22・23)

研究を加え、象嵌銘文大刀および象嵌大刀の性格について論 じた。
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韓国では、1978年 に慶尚北道高霊郡池山洞32号 古墳出土の環頭大刀に唐草文の銀象嵌文様

のあることがX線 透過写真撮影により判明したのをきっかけに、1982年 の全羅北道南原月山

里M1-A号 石室の金銀象嵌亀甲繋象嵌大刀、1984年 の慶尚南道昌寧市 ・昌寧校洞11号 古墳

出土大刀の象嵌銘文の発見などの象嵌大刀研究の成果が相次いだ。1989年 に李午憲氏は、1

例の象嵌銘文大刀と9例 の象嵌文様大刀及び3例 の象嵌胡鎮金具を集成 して主 として象嵌技
(24)

法 にっいて研究 し、その後の慶尚南道陳川玉田古墳群等の象嵌資料の増加に伴 って1998年 に

は2例 の象嵌銘文大刀、15例 の象嵌文様大刀、4例 の金具等を集成 し、象嵌線の成分分析 と
(25・26)

象嵌技法の研究を更に進めて三国時代の象嵌大刀の性格や技法の研究を格段に発展 させた。

中国における象嵌銘文大刀の研究は個々の発見に際する報告にとどまっている。1973年 、
く　の

史樹青氏は中国の象嵌の歴史を概観 し、越王勾践の銅剣にっいて触れている。1974年 、劉心

健 ・陳自経の両氏は山東省蒼山県†荘出土の東漢永初紀年鉄刀の銘文にっいて日本の東大寺
(28)

山古墳発見の中平紀年大刀との類似を指摘 している。1979年 に王憶氏は江蘇省徐州市駝竜山

出土の東漢建初二年五十凍鋼剣の銘文を検討 し、その製作地を四川省西都蜀郡の官営工房で
C29)

あることを指摘 している。1998年 潮見浩氏は四川省西都市天廻山3号 崖墓出土の金錯書刀の
(30)

銘文について、劉志遠氏の報告では未判読となっている文字を特定 して銘文内容全体にわたっ
(31)

て検討を加えている。中国では象嵌銘文大刀の象嵌技法や象嵌線の分析研究は行われていな

い。

3日 本 ・韓国 ・中国の象嵌銘文大刀

日本には15例、韓国には2例 、中国には4例 の象嵌銘文大刀がある。墳墓から発見された

もの、伝世するものなど様々であるが、ここでは銘文大刀の銘文内容を中心に概観する。

(1)日 本の象嵌銘文大刀(表1・ 図1～3)

日本では、古墳発見の象嵌銘文大刀のほかに、社寺や旧家に伝世する大刀、文献資料に記

されている大刀など15例が知 られている。それらは、 日本で造 られた大刀、中国で造 られた

大刀、朝鮮半島で造 られた大刀と様々である。年代順に象嵌銘文大刀を概観する。

① 漢中平紀年大刀

奈良県天理市に所在する全長140メ ー トルの前方後円墳である東大寺山古墳か ら発見され

た。鉄製の漢中平紀年大刀は全長110セ ンチメー トルを計り、内部に家形 を飾る銅製環頭を

装着する鉄刀である。銘文は、刀の棟に切っ先より関に向かって

中平口年五月丙午造作支刀百練清剛上,,.星宿下辟不祥
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表1日 本の象嵌銘文大刀

名 称 発 見 地 刀 剣 ・銘 文 製 作 地 ・年 代

かんちゅうへいきね んたち

1漢 中平紀年大刀
奈良県天理市
東大寺山古墳
前方後円墳140m

全長110cm

刀棟 ・金象嵌

24字

中国 ・後漢

中平年間

(184～189年)

ひ ち し と う

2七 支 刀

奈良県天理市
石上神社
伝 世

全長84cm

剣両面 ・金象嵌

61字

韓国 ・百済

泰和4年(369年)

ちりぷくろ こしんけん

3『 塵袋」護身剣 「塵袋』記載

つ

刀 棟 ・?

46字

韓 国 ・百済

3～5世 紀

おうしめいてっけん

4王 賜銘鉄剣
千葉県市原市

稲荷台1号 墳

円墳 ・径18m

復原長73cm

剣両面 ・銀象嵌

12字

日本

5世 紀

しんがいめいてっけん

5辛 亥銘鉄剣
埼玉県行田市
稲荷山古墳
前方後円墳119m

全 長73.5cm

剣 両 面 ・金 象 嵌

115字

日本

辛亥年(471年)

きんそうかん たち

6銀 象嵌大刀
熊本県菊水町
江田船山古墳
前方後円墳62m

残 存 長90.5cm

刀 棟 ・銀 象 嵌

74字

日本

5世 紀

ぬかたへのおみ めい たち

7額 田部臣銘大刀
島根県松江市
岡田山1号 墳
前方後方墳24m

残存長60cm

刀侃表 ・銀象嵌

残18字

日本

6世 紀

ほしんあいてっとう

8戌 辰銘鉄刀
兵庫県八鹿町

箕谷2号 墳

円墳 ・径16m

残存長68cm

刀侃裏 ・銅象嵌

6字

日本

戌辰年(608年)

きんさくあいちょくとう

9金 錯銘直刀 群馬県下の古墳
全 長77.5cm

刀侃 表 ・金 象 嵌

4字

日本

7世 紀

へいししょうりんけん

10丙 子椒林剣

大阪府大阪市
四天王寺

伝 世

残存長65.8cm

刀侃 裏 ・金象嵌

4字

9

7～8世 紀

11雪 蛍 嫡
長野県小海町
個人蔵
伝 世

残存長34.5cm

刀棟侃表裏 ・金銀象嵌

9字(梵 字含)

中国?

7～8世 紀

さかのうえたむらまうしょうくんけん

12坂 上 田村麿将軍剣
「昭訓門院御産愚記」

記載

?

剣両面 ・金象嵌

23字

日本

9世 紀

そうおうわしょうけん

13相 鷹 和尚剣
「明匠略伝』

記載

つ

剣 ・金象嵌
不動明王真言

巴子国(ペ ルシャ)り

中国?

9世 紀

なかれはいしてっけん

14流 廃寺鉄剣

福島県棚倉町
流廃寺跡
堂跡

残存長43.4cm

剣両面 ・銀象嵌

梵字8字

日本

9～11世 紀

ぱ さ い の つ る き

15褥 祭 剣

山形県米沢市
上杉神社
伝 世

全長50.3cm

剣両面 ・金象嵌

梵字108字

日本

14～16世 紀
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図1日 本の象嵌銘文大刀(1)
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図2日 本の象嵌銘文大刀(2)
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図3日 本の象嵌銘文大刀
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の隷書体で24字 が金象嵌されている。中国 ・後漢の中¥i/年間(西 暦!84～189年)の 五月丙午・

の吉日に、鋼を良 く鍛え刀を造 った。天空の星座の良 き巡 りと同 じに良き日々を悪な く過ご

せるよう、また、不幸を避けることができるよう願 うと、記 している。中国 ・山東省臨折地

区蒼山県 ド荘で発見された東漢永初紀年鉄刀と刀の形や銘文内容が酷似 している。護身と辟
(32)

邪 の願いを込めた象嵌銘文大刀である。

② 七支刀

奈良県天理市の石L神 社に伝世する七支刀は、全長84セ ンチメー トル、両刃の剣の左右交

互に各3本 ずっの枝をもっ特異な形の鉄剣である。剣の両面にわたって

泰和四年五月 一卜六 日丙午正陽造百練□七支刀世辟百兵宜供供侯王□□□□作

先世以来未有此刀百済王世子奇生聖音故為倭王旨造伝示后世

の計61文 字が隷書体で金象嵌されている。泰和四年(西 暦369)五 月十六 日丙午正陽の吉 日

に、(鋼)を 鍛えて七支刀を造る。多 くの敵 ・邪気を辟け、宜 しく王にお願 いする。 この刀

は口口口口(工 人名か)が 造った。先世以来いまだこの刀有 らず、百済王の子奇生聖音が倭

王の為に造った旨を後世に伝え示す、との意味である。

『日本書紀』神功皇后摂政五二年(372)の 条に

・・… 五二年秋九月丁卯朔丙子、久氏等從千熊長彦詣之。則獣七支刀一口 ・七子鑑一

面、及種々重寳 ・・・…
(33)

と記述されている七支刀に該当 し、遺品と記録が一致する稀有な例 として注目される。

金象嵌線の剥落 している文字があるものの、象嵌の蓉彫 りが鮮明に残 り、糸象嵌技法によ

るものであることが判明する。奈良国立文化財研究所の象嵌線のX線 分析によると、金の純

度は79%で ある(金 以外の含有成分は未公表である)。

③ 『塵袋」護身剣
(34)

鎌倉時代の百科事典 『塵袋』に、朝廷に伝世する刀、大刀契にっいて次の記述がある。

・・・… 大刀ノ中二霊劔ニア リ、百済国ヨリタテマツル所ナリ。一一ヲハ三公戦闘ノ

劔 ト名 ク又将軍ノ劔 トモ破敵 ノ劔 トモ云フ。護身ノ劔ハ疾病邪気ヲノゾク。劔ノ左ニハ 日

形南斗 ノ六星朱雀 ノ形青龍 ノ形 ヲ図ス、右ニハ月形北斗七星玄武形白虎ノ形 ヲ図ス。破敵

ノ劔ニハ左ニハ三皇五帝 ノ形南斗ノ六星青龍ノ形西王母力兵刃符ヲ図ス、右ニハ北極ノ五

星北斗七星白虎 ノ形老了破敵ノ符ヲ図ス。又護身ノ劔ノ銘アリ、カノ銘二云ク

歳在庚申正月百済所造三七練刀南斗北斗左青龍右白虎前朱雀後玄武避深不祥百福会就

年齢延長万歳無極

・・… 堀川院ノ御宇寛治八年十月廿四日ノ焼亡ノ トキ霊劔ヤケ損 シ又西王母力兵匁

符ワツカニノコレリ・・…

朝廷には百済よりもた らされた破敵劔(三 公戦闘劔、将軍劔ともいう)と 護身劔の2劔 が
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伝えられていて、それぞれには符が書かれている。護身劔には、日形 ・南斗ノ六星 ・朱雀形 ・

青龍形 ・月形 ・北斗七星 ・玄武形 ・白虎形を描き、さらに、庚申年正月に百済が良 く鍛えて

造った。南斗六星と北斗七星の佐けを得、東を青龍、西を白虎、南を朱雀、北を玄武に護 ら

れて、不祥を避けて多 くの福寿を就 し、齢を永 らえめでたきこと極まりなしとの銘があり、

僻邪 ・招福の願いが込め られたまさしく護身劔の名のとおりの護身の剣である。

銘文の書式形態や類似例との比較、百済で製作され日本に齋 らされたことなどの記載内容
(35)

も正 しいものと評価されている。そして、剣は焼損 したものの文字や符が僅かに残 っている

とのことか ら、これ らは象嵌の銘文と符であったことが判 る。 この劔 は現存 しないが、百済

よりもた らされたこと、破敵剣と一対であること、鎌倉時代まで伝世 されていたこと等、象

嵌銘文大刀の性格を考える上で極あて貴重な文献記録である。

④ 王賜銘鉄剣

千葉県市原市にある直径18メ ー トルの円墳、稲荷台1号 墳より発見された鉄剣である。関

の付近を欠失するが、全長約73セ ンチメー トルと推定 されている。剣表の関に近いところ、

鏑より右に偏 して

王賜口口敬安

の4字 、剣裏の1qの右よりに偏 して

此廷口口口口

の2字 の計6字 が読み取れるが、文字間隔や銘文内容から表裏ともに6字 ずっ計12字 が記さ

れていたものと推測されている。王が口口(人 名か)に 賜う。敬んで安寧を願 う。此の剣は

口口口口(良 く鍛えたの語か、作者名か)と 読 まれ、吉祥を願ったものである。

発表されているX線 写真から、糸象嵌の技法であることが判る。象嵌線の組成分析結果は
(7)

未発表であるが銀象嵌であろう。

⑤ 辛亥銘鉄剣

埼玉県行田市に所在す る埼玉古墳群の一っ、全長119メ ー トルの前方後円墳である稲荷山

古墳から発見された。稲荷山古墳は古代武蔵国にあたる地域の首長の墳墓と推定されている。

辛亥銘鉄剣は全長73.5セ ンチメー トルを計 り、剣の鏑に沿 って切 っ先より表に57字、裏に

58字 の合計115文 字の銘文が金象嵌されている。

辛亥年七月中記乎獲居臣上祖名意富比境其児多加利足尼其児名弓已加利獲居其児名多加披

次獲居其児名多沙鬼獲居其児名半弓比

其児名加差披余其児名乎獲居臣世々為杖刀人首奉事来至今獲加多支歯大王寺在斯鬼宮時吾

左治天下令作此百練利刀記吾奉事根原也

辛亥年(西 暦471年)に 記す。乎獲居臣は意富比士危を先祖とし、多加利足尼、弓已加利獲

居、多加披次獲居、多沙鬼獲居、半弓比、加差披余、乎獲居臣と八代の家系を重ねてきた。
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代々、大王の杖刀人(武 官)の 首として仕えて今にいたる。獲加多支歯大王(雄 略天皇)が

斯鬼宮に居 られた時、私(乎 獲居臣)は その治世を左けた。よく鍛えた鋭い刀を造 らせて、

私が大王に仕えた由来をここに記す、との銘文内容である。護身や破敵などの語はなく、武

蔵の国を支配する乎獲居臣が四道将軍である意富比IJL」(大彦)を 祖先とする由緒ある家系に

連なり、大王を佐ける重要な役割を担 ったことを強調する内容である。

辛亥銘鉄剣銘文は、科学的保存処理の途上に発見され、様々な科学的分析が行われた。剣

表面に残る鞘材 と柄木材は、電子顕微鏡による樹種同定の結果 ヒノキ科の木材であること、

鉄剣錆のX線 分析の結果は、鉄剣の素材は中国揚子江流域の含銅磁鉄鉱を沙鋼法により精錬

されたものと推測されること、象嵌金線の蛍光X線 分析および中性子放射化分析の結果は金

73%・ 銀27%の 金銀合金を示 し、金色の輝 きを保ちっっ象嵌の作業性に適 した硬さをたもっ

合理的な合金比率であることなどを明らかに した。 また、X線 写真像の検討や象嵌線の顕微

鏡調査によって、鉄剣表裏の鏑に沿 って墨で銘文を書き、蓉で文字を刻み、金線を槌と塾で
(4)

打 ち込み、表面をやすり仕上げする古代の糸象嵌技法が初めて克明に復原された。

⑥ 銀象嵌大刀

熊本県菊水町に所在する全長47メ ー トルの前方後円墳である江田船山古墳は、古墳の規模

や構造、金銅製冠帽や飾履など豊富な出土品から、後の肥後国にあたる地域の首長の墳墓と

推測されている。銀象嵌大刀は茎の約三分の二を欠 くが、残存の長さ90.5セ ンチメー トルを

計る。 この刀の棟の切 っ先より関にむかって

治天下獲加多支..大 王世奉事典曹人名元利弓八月中用大鋳釜井四尺廷刀八十練六十掘三寸

上好口刀服此刀者長寿子孫注々得恩也不失其所統作刀者名伊太加書者張安也

の74字 の銀象嵌の銘文が記されている。獲加多支歯大王の治世の時、仕え奉る典曹人(文 官)

の名は元利弓という。八月に大釜を用いてよく鍛えた見事な四尺の刀を造 った。 この刀を侃

する者は長寿にして子孫は広 く恩を得、支配の力を失 うことはない。刀を作る者の名は伊太

加、銘文を書きし者は張安である。

紀年は記されていないが、辛亥銘鉄剣と同じ獲加多支歯大王の名が見 られることから5世

紀後半のものとみ られる。辛亥銘鉄剣の杖刀人(武 官)・ 乎獲居臣に対 して銀象嵌大刀の典

曹人(文 官)・元利弓の対比は古墳に葬 られた人物を語っていて興味深い。銀象嵌大刀には

侃表の関近 くに馬と花形が、侃裏の関近 くに魚と鳥が銀象嵌されている。 この鉄刀は大正時

代に文字の表出作業が砥石ややす りを使って幾度かなされたようで、その際、やや研 ぎ過 ぎ

たためか文字線画が三角形の列点状になっている部分が見 られ、 ここより糸象嵌の技法であ

ることが判る。また、東京国立文化財研究所によるエ ミシオグラフィー撮影によって、不分
(3b)

明であった文字が確認された。

⑦ 額田部臣銘大刀
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島根県松江市に所在する全長24メ ー トルの前方後方墳、岡田山1号 墳 は古代出雲国意宇郡

の豪族の墳墓と思われる。

額田部臣銘大刀は刀身の半ばを欠き、残存する長さ60セ ンチメー トルの円頭の大刀である。

銘文は大刀侃表に

口口額田部臣令阿口素得大利刀口口口口口口

の推定18文 字以上を銀象嵌する。 … 額田部臣が阿□素を して大利刀を得 … と記 して

いる。いまは失われた刀身の上半部には年紀や由来が記 され、大利刀の下には吉祥句が記さ

れていたのであろうか。

額田部臣銘大刀の銘文 もまた保存処理中に発見され、様々な科学的分析が行われた。X線

分析によって象嵌線はほぼ純度100パ ーセ ントの銀であること、X線 写真によ って塾の運び

や象嵌溝の形態が観察され、本大刀 も糸象嵌技法の典型例であること、この大刀を飾る鉄製

円頭柄頭の亀甲繋双鳳文象嵌と鍔を飾る文様象嵌の材質や技法も銘文と同 じであること、な
(5)

どが判明 した。

⑧ 戌辰銘鉄刀

兵庫県八鹿町に所在する箕谷古墳群のなかでは、やや規模の大きい直径16メ ー トルの円墳

である箕谷2号 墳は、古墳時代終末期の地方有力者の墳墓である。

戌辰銘鉄刀は茎を欠き、残存する長さは68セ ンチメー トルを計る。銘文は大刀の侃裏の関

近 くに

戌辰年五月中

の6文 字が銅象嵌されている。戌辰年(西 暦608年)五 月の年紀のみが記 されている。 この

刀を造 り賜 った歳を示す ものであろうか。

象嵌線は奈良国立文化財研究所の調査によって、ほぼ純度100パ ーセ ントの銅であること
(6)

が明 らかにされた。

⑨ 金錯銘直刀

金錯銘直刀は群馬県下の農家の縁側下にあったといわれる全長77.5セ ンチメー トルの鉄刀

で出土遺跡は不明である。日本刀の研師が研究のために研いだところ、大刀侃表の関近 くに

4文 字が金象嵌されているのが発見された。象嵌文字の残存状態が悪 くて読み取れず、意味

内容は不明である。銅象嵌との説 もある。

鉄刀のカマス切 っ先の特徴や、前述の戌辰銘鉄刀や後述の丙子椒林剣と同様に銘文文字数
(37)

が少なくその位置 も類似 していることから、7世 紀の遺品と考え られる。

⑩ 丙子椒林剣

丙子椒林剣は大阪市の四天王寺に聖徳太子侃用の剣 として伝え られてきた。茎先端が僅か

に欠失するが、残存する長さは65.8セ ンチメー トルを計る。侃裏の関の近 くに
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丙子椒林

の4字 の銘文が金象嵌されている。

この刀は丙子の歳に造 られ、その持ち主は椒林である、 との意味であろうか。剣はそのカ

マス切っ先の形制か ら、飛鳥時代か奈良時代に製作 されたものと考え られる。1200年 以上の

伝世中に幾度となく研磨された結果、刃部はかなりやせ細り、象嵌部分は周囲から浮き上がっ

た状態になっている。象嵌線の一部に赤銅色の銅線 らしきものが見 られ、象嵌その ものも幾
(38)

度か修復された可能性がある。

⑪ 三寅鋸

長野県小海町の畠山家に伝世する小刀である。茎の先端を僅かに欠失するが、現存の長さ

34.5セ ンチメートルを計 る。棟部の下端に

三寅鋸

の3字 が銀象嵌されている。棟部の切 っ先から三寅鋸銘までの間には、両側を銀象嵌直線に

挟まれた、直線 ・波状線 ・逆S字 状文が連続 して銀象嵌で描かれている。侃表には棟に沿 っ

た銀象嵌の直線のほか、3っ の象嵌文様が施 されている。切っ先の文様は意匠不明である。

次に裏返 しの三公 ・三台 ・北斗七星の星辰が順次並び、関近 くに多聞天像が配置されている。

星辰の星々を結ぶ繋線 と多聞天像の顔の輪郭 ・戟 ・天衣の一部が金象嵌で他は銀象嵌である。

侃裏にも棟に沿 った銀象嵌の直線のほか、3っ の象嵌文字 ・文様が施されている。切 っ先の

文様は意匠不明である。梵字銘文は9字 からなり、第1字 はオーン、第2字 はバであるほか

は研 ぎ減 りのため判読できない。そ して、関近 くに持国天像が配されている。持国天像の天

衣の一部が金象嵌で他は銀象嵌である。

三寅鋸は伝世中の研 ぎ減 りが著 しく文様が不明である反面、本来・一本の線であった象嵌線

は、研 ぎ減 りによって小 さな三角形の断続線となり、糸象嵌の上面が削除 され、象嵌線の底

部のみが残 されたものであることが判る。X線 透過写真およびエミシオグラフィー写真によっ

ても技法が確認 された。

三寅鍔 は寅の歳、寅の月、寅の日に打造 したが故に名付けられたが、その造 られた時代に

っいては様々の意見がある。やや内反りのカマス切 っ先であること、三公 ・三台 ・北斗七星

の描写が正倉院や四天王寺の七星剣と類似すること、梵字が古体であること、多聞天 と持国
(39・40)

天の像が古様であること等を勘案すると飛鳥時代か奈良時代の作 とするのが妥当であろう。

三寅劔についての研究は後述する。

⑫ 坂上田村麿将軍剣

『昭訓門院御産愚記』 は、昭訓門院の産児の際の守刀 として、急遽使用 した坂上田村麿将

軍剣について次のように記 している。

・… 件御劒後日拝見之、頗古物寳物歎、サメッカ、中心無之、銀 ノッハ、平鞘、シ
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ロカネノせメ ・イシッキ、黒地、但所々蒔之歎、胡人狩猟之躰蒔之、或鹿、或寅狩之、胡

人騎馬馳或以弓射之、或以鉾突之、其身u.4尾也、有刃、有銘、其詞云、

上上上 不得他家是以爲誓謹思

今一方

坂家寳剣守君是以爲名

剣身 ヲ堀天以金入字也

入赤地錦袋如法古物也、其上又被納赤地錦袋云々、然而被献之時撒上袋被納改白袋也 ・・

● ● ●

この記録か ら坂上田村麿将軍剣には、「上上上 他家はこの刀を得ず。 もって誓いを為 し

て謹んで思 う。坂家寳剣は天皇を護 りしことをもってこの名 と爲す」の意味の金象嵌があっ
(41)

た ことがわかる。 この剣は、銀の装具をっけ、鞘は胡人の狩猟文を蒔絵で飾る古いものとい

う。東大寺大仏殿の基壇か ら出土 した金銀平脱狩猟文大刀を彷彿とさせる。

⑬ 相 ・.和尚剣

『明匠署傳」の相磨和尚の条には、巴子國劔について次の記載がある。

・・… 同年。西三條女御有御悩。右大臣請和尚令加持。不幾平復。大臣=爾感。奉巴

子國劔。刃間以金鐘銘不動明王慈護明。此元者。入唐三品親王有志。 自大唐被贈於 〔大臣

之物也。爲稀有之寳。家爲殊勝之護。而感和尚〕験徳所被奉也。朗善大徳與和尚共同行夜

出庵。不幾有大叫喚之聲。和尚走出見之。朗善横出舌辟将死。和尚大驚揮劔加持。経三時

許。以蘇生。 ・・…

右大臣藤原良相が女御平復の礼として相鷹和尚に贈 った巴子國劔(ペ ルシャ型の剣)は も

と高丘親王より藤原良相に贈 られたもので、健康 ・安寧を不動明王に願う真言である不動明

王慈護明が金象嵌されていた。高丘親王は次代の天皇位を約束 されなが ら、薬子の乱によっ

て皇太子を廃位され、求道者となって渡唐 しベ トナムからイ ンドをめざす途上消息を絶つ数

奇な運命を辿 った人物である。不思議な経歴の人のもっ剣 は、 また、不可思議な霊力をもっ

剣となりえたのであろう。

相磨和尚剣の記事は貞観3年(861)の こと、剣は現存せず、金象嵌の不動明王慈護明が

梵字表現なのか漢字表現なのか も定かではない。時代は異なるものの、後述の梵字による不
(42)

動明王真言を金象嵌する褥祭剣に類似するものであろう。

⑭ 流廃寺鉄剣

福島県棚倉町に所在する流廃寺跡か ら発見された鉄剣 は、茎の過半を欠失 し、残存の長さ

43.4セ ンチメートルを計 る。剣の片面には切っ先より、火焔文 と梵字が交互に記されている。

梵字は次の5字 である。

昭 槍 欄 曽 蜘
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他面には切 っ先より、火焔文 と梵字が不規則に記 され梵字 は次の3字 である。

電 粥 顛

両面合わせて梵字8字 と火焔文14が 銀で象嵌 されていることがX線 透過撮影によって明 ら

かにされた。今後行われる予定の保存処理や科学分析による新 しい事実の発見が期待される。

(43)

なお、流廃寺跡は平安時代の遺跡で、鉄剣の発見された遺構 は堂跡と推定されている。

⑮ 褥祭剣

山形県米沢市に所在する上杉神社は上杉謙信を祀 る。 ここに、謙信が戦場において常に携

行 したといわれる褥祭剣が伝えられている。全長50.3セ ンチメー トルを計 る鉄剣でその表に

は、

冒 曽責冒 曜 世斯 もゆをπ宙 ←青・∀無 ¢ふ 属}9貯 蒋端β

燭 ∀管τ 菅 甲 晦 も粛 膨 噛 を ∀横 ぐ》 綻痔《

の梵字25字 よりなる不動慈救呪と、梵字21字 よりなる無動金剛能成就一切事業杵印明第三が

金象嵌 され、その下端の関に接 して金の星 と銀の繋線 よりなる北斗七星が象嵌されている。

畏には

㌧菅頁冒摩歓嘆1嘱 ∀嘘 き㎞町8℃ 痴脇1吟ビ嬉 誕 わ耀蘭

朔 岡 蜘 也麟 繍 陶驕 脳 齢 耽 ヒ晒喰 嚇 駒 ∀

痔や灼汐睡

の梵字63字 よりなる無動金剛剣印明が金象嵌されている。

表裏の梵字真言は、諸魔 ・障難 ・災厄を降伏 して魔障を無 くし、住所 ・結界を守護し、人々

に安寧をもたらすことを願 ったものである。本来、褥祭剣の意味するところは、国家 ・人民

を護 り、干父の難を救 う神 として武家で信仰 されていた摩利支天の修行に使 うものであるか

ら、本剣 はこれとは性格を異 し、「不動明王真言剣」 とでも称 されるべ きもので何時の ころ

かに混同してしまったものであろうか。梵字不動明王真言の表現や剣の形制から室町時代の

作 と見 られる。

本剣 もまた、伝世の問に幾度か研磨されたと見 られる研ぎ減 りがあり、梵字 ・北斗七星の

所々に懊形の連続部分が見られ、他の象嵌大刀と同様に糸象嵌技法による象嵌であることが
(44)

判 る。

(2)韓 国の象嵌銘文大刀(表2・ 図4)

韓国の象嵌銘文大刀は慶尚南道発見の2例 が知 られているが、両例ともに日本の植民地支

配の時代に発掘 された大刀で、出土状態等の詳細は不明である。象嵌銘文の存在 は最近のX

線透過写真の撮影によって知られた。その他、韓国では前述の百済で造 られ日本にもた らさ

れた七支刀と 『塵袋』護身剣も含あると4例 となる。 また、16世 紀以降の三寅劔 ・四寅劔に

ついては後述する。
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表2韓 国・三国時代の象嵌銘文大刀

名 称 発 見 地 刀 剣 ・銘 文 製 作 地 ・年 代

ゆっめいかんとっのたち

16有 銘環頭大刀
朝鮮半島
(伝昌寧出土)

残存長27.5cm

刀棟 ・銀象嵌

残16字

朝鮮半島
5世 紀末～6世 紀初

ゆうあい尺んとうのたち

17有 銘 円頭大刀
韓国慶尚南道
昌寧校洞11号墳

全 長74.Ocm

刀 棟 ・金 象 嵌

9字

韓 国

5世 紀末～6世 紀初

⑯ 有銘環頭大刀

東京国立博物館保管の朝鮮半島出土(伝 韓国昌寧出土)の 本大刀は、鉄芯銀張の単龍環頭

大刀の形式で、1989年 にX線 透過写真撮影を行い象嵌銘文の存在が確認 された。

刀身の半ばを失い、残存する長さは27.5セ ンチメー トルを計 る。保存処理と象嵌表出の結

果、判明した銘文は刀身の棟に切っ先方向より

口口不畏也口令此刀主富貴高遷財物多也

の16字 が残存 していた。 … 畏れず也。□はこの刀の持ち主をして富貴にして高 く遷り、

財物多 く令むるなり、 との意味が読み取れる招福を願う刀である。刀身上半部には、年紀や

製作の由来にっいての語句が想定 され、刀の形式から5世 紀末の製作と考えられている。象
(16)

嵌線の成分分析結果は、 ほぼ100%の 高純度の銀を使 っていることを示 している。

⑰ 有銘円頭大刀

慶尚南道 ・昌寧校洞11号 墳より1919年 に発掘 された本大刀は、長 く東京国立博物館に保管

されていたが、 日韓条約締結後に韓国に返還 され、1984年 にX線 透過写真撮影によって銘文

の存在が確認された。

本大刀は全長80.5セ ンチメー トルを計る、銀装円頭の大刀である。銘文 は棟下部に切 っ先

方向より

口口上部先人口貴口刀

の8字 以上が象嵌されていたものと推測できる。残存する文字が少なく意味を読み取るのは

難 しいが、富貴を願 う吉祥の記 された刀であろう。5世 紀末～6世 紀初頭の製作と思われる。
(46)

文字は金象嵌と見 られるが科学分析はなされていない。

(3)中 国の象嵌銘文大刀(表3・ 図5)

中国では春秋戦国時代の銘文象嵌銅剣を多 く見 る。湖北省江陵県望山1号 楚墓か ら発見さ

れた 「越王鳩浅自作用鋸」の銘のある越王勾践剣、湖北省江陵県の楚墓か ら発見された 「攻

吾王夫差自乍其元用」の銘のある呉王夫差剣、湖北省随県曽侯乙墓の 「曽侯乙之寝父」等の

銅文、中国故宮博物院の吉日剣などが知 られるが、その多 くは剣 ・文の所有者を示す もので
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図4韓 国 ・三国時代の象嵌銘文人刀
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表3中 国の象嵌銘文大刀

名 称 発 見 地 刀 剣 ・銘 文 製 作 地 ・年 代

東漢建初二年五十18
凍鋼剣

江蘇省徐州市銅山県駝
竜山南坂・碑室墓

残存長109cm

茎 に21字 の金象嵌

蜀郡西工官(四 川省西

都)

東漢建初2年(77)

19東 漢永初紀年鉄刀 山東省臨折地区蒼山県
†荘

全 長111.5cm

棟 に15字 の 金 象 嵌
東漢永初6年(112)

20金 錯書刀
四川省西都市天廻鎮天
廻山3号 崖墓

全 長18.5cm

茎 に24字 の 金 象 嵌

廣漢工官

光和7年(184)

ある。 ここでは、漢代以降の鉄製象嵌銘文大刀について概観する。

⑱ 東漢建初二年五十凍鋼剣

江蘇省徐州市銅山県駝竜山南披の漢代縛室墓か ら1978年 に発見された鉄剣である。剣先が

少 し失われているが残存する長 さは109セ ンチメー トル、剣身の長 さは88.5セ ンチメー トル、

茎の長 さは20.5セ ンチメー トルを計る。剣の茎の部分に

建初二年蜀郡西工官王惜造五十凍口口口孫剣口

の21字 が隷書体で金象嵌 されている。

東漢(後 漢)の 建初2年(77)に 四川省成都にあった鉄器製作工房である蜀郡西工の工匠

王惜が念入 りに鍛え作 り上げた剣であることを記す。読み取ることのできない3～4字 は剣

の優秀性を示す句か吉祥句であった可能性が強い。

この剣は、被葬者の左脇に添えて発見され、他に鉄刀2、 鉄戟1、 銅鏡1、 五朱銭 ・貨銭
(28)

78枚 などが出土 している。

⑲ 東漢永初紀年鉄刀

山東省臨折地区蒼山県†荘で1974年 に水利工事中に発見された、全長111.5セ ンチメー ト

ルの僅かに内反 りのある素環頭大刀である。幅1セ ンチメー トルの刀の棟の火焔文象嵌のあ

とに

永初六年五月丙午造世凍大刀吉羊

の15字が隷書体で金象嵌されている。

東漢(後 漢)の 永初6年(112)5月 丙午(5月5日)の 吉 日に念入 りに鍛え上げた刀で

ある。 これを侃用するものには吉祥がもたらされる、との銘文である。

奈良県東大寺山古墳から発見された漢中平紀年大刀の 「中平口年五月丙午造作支刀百練清
(29)

剛上磨星宿下辟不祥」 と酷似する。

⑳ 金錯書刀

四川省西都市天廻鎭の天廻山3号 崖墓から1957年 に鉄道建設工事の際に発見された。天廻
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図5中 国の象嵌銘文大刀
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山3号 崖墓 は、左右に7ヵ 所の玄室をもつ双翼式崖墓で、玄室内の石棺から金錯書刀が発見

された。書刀 は全長18.5セ ンチメー トル、幅1.5セ ンチメー トルを計 る素環頭小刀で、茎の

表に銘文、裏に鳳鳳文が金象嵌 されている。銘文 は

光和七年廣漢工官十凍書刀服者尊長保子孫宜侯王富貴

の24字 が隷書体で金象嵌 されている。

光和7年(184)に 廣漢工官によって鍛え造 られた書刀である。これを持っ者は尊ば
(30・31)

れ長 く子孫は保っ、王に宜 しく富貴 となることを願 う、 と記す。

これと酷似する素環刀の書刀が 『貞松堂吉金図」巻下に3例 あり、その1例 の柄 に 「永元

十六年廣漢郡工官世練書刀工凋武」の銘が見 られる。永元は東漢(後 漢)和 帝の年号で十六

年は西暦104年 にあたる。

4象 嵌銘文大刀の象嵌技法と元素分析

1978年 に稲荷山古墳出土の辛亥銘鉄剣の保存処理 ・修復 とそれに伴 う科学調査が行われて

多 くの成果が得 られたのを契機にして、その後、多 くの象嵌大刀の技法の研究 と組成成分の

分析が行われるようになった。ここでは象嵌銘文大刀と象嵌技法を同じくする象嵌文様大刀

の例をも含めX線 写真撮影や電子顕微鏡、X線 分析装置などを使 った調査の成果について検

討する。

(1)象 嵌の技法

我が国で知 られている古墳時代の象嵌銘文大刀と象嵌文様大刀は約300例 に及ぶが、象嵌

はすべて糸象嵌の技法である。象嵌のX線 透過写真、破損面に見える象嵌の断面、脱落 した

象嵌線、象嵌溝などの顕微鏡観察から糸象嵌の技法を読み取ることができる。辛亥銘鉄剣の

金象嵌線は断面逆三角形、彫 り溝 は断面V字 形で、曲線部分では溝の底が小刻みに屈曲した

り、撚 り糸様になっている(図6)。 兵庫県勝福寺古墳北墳の円頭大刀柄頭の金象嵌線、鳥

取県西穂波C3号 墳の頭椎大刀柄頭の銀象嵌線、三重県垣内田古墳の円頭大刀柄頭 ・鞘尻の

銀象嵌線、そして、岡山県柳谷古墳の頭椎大刀柄頭の銀象嵌線 もまた、断面逆三角形で、垣

内田古墳の円頭大刀の柄頭の銀線の底面は節枝状になっていて、塾の運びが良 く見える(図

7)。 すなわち、糸象嵌の技法は線彫り塾で一・打ずっ塾を進めて断面はV字 状、平面は節枝

状の溝を彫 って文字 ・文様を刻み、その溝に金 ・銀 ・銅の細線を暫と槌で打ち嵌め、象嵌溝

両側のかえりを内側に折 り倒 し、鎗 と砥石で研 ぎ仕上げをする工程で進めた様子が判明する

(図8)。

しか し、同 じ糸象嵌技法にあっても、蓉一打の運びの長 さや象嵌線の幅に差異をみいだす
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ことができる。漢中平紀年大刀 と七支刀 は、元来伝世 を意図 して造 られて幾度 かの研磨を経

てい るもの と思 われるが、藍一打 の長 さは1.0～1.2ミ リメー トル、 復原で きる象 嵌線 の幅 は

1.0ミ リメー トル以下 と推測 で きる。辛亥銘鉄剣、額 田部 臣銘 大刀、 戌辰 銘大 刀 は、 被葬 者

の生前 の功績 を讃 え る記念碑 的な大刀 で、製作後程 な く副葬 された もの と考え られ よ く原状

を保 ち、暫一打 の長 さは1.0～1.2ミ リメー トル、象嵌線 の幅 は1.0ミ リメー トル前後をはかる。

瀧瀬芳之 ・野 中仁氏 の研究 によ ると、埼玉県下発 見の象嵌大刀の象嵌線23例 にっ いてその幅

を測定 した ところ、細 い もので0.2～0.6ミ リメー トル、太 いもので0.6～0.9ミ リメ ー トル を

(is)

計 り、必 ず しも厳密 に一定 の幅 とは言 いえな い。 象嵌線の幅 は象嵌後 の仕上げの研磨の程度、

銀 ・銅象嵌 の場 合 は埋蔵 中の腐食 によって、残存幅が違 って くる。

しか し、線 彫 りの塾一打の長 さは、象嵌時の まま今 も残 り、技法変遷 の手掛 か りとな る。

ちなみ に、飛鳥時代の四天王寺 ・七星剣の蓉一打の長 さは0.4～0.5ミ リメー トル、 奈良 時代

の三寅鋸の蓉一打の長 さは04～0.5ミ リメー トル、象嵌線 の幅 は0.25ミ リ メー トル、 室 町 時

代の褥祭剣の蓉一打の長 さは0.4～0.5ミ リメー トル、象嵌線 の幅 は0.5ミ リメー トルを計 り、

古墳時代の象嵌大刀の塾一打 の長 さの1.0～1.2ミ リメー トル とは、 際立 った差異 をみせ る。

象嵌技術 は古墳時代 と飛鳥 ・奈良時代 を境 に して、 よ り細密 な線画 や文様 表現を可能 にす る

技術的革新が あった ものとみ られる(表4)。

(2)象 嵌線の元素分析

非破壊分析に適 した蛍光X線 分析装置やX線 マイクロアナライザー装置が普及するにした

がって、象嵌銘文大刀や象嵌文様大刀の象嵌線の元素分析が可能になって多 くのデーターが

蓄積されるようになってきた。そして、象嵌線の金属種や合金比に特色のあることが判 って

きた。

辛亥銘鉄剣の象嵌線は蛍光X線 分析と中性子放射化分析 によって金約73%と 銀約27%

(17.5金)の 合金であることが確かあられ、美 しいやまぶき色の輝 きを保ちっっ、象嵌す る
(4)

に適 した粘 りと硬 さであ ることが判 った。七支刀の象嵌線 は金79.2%(19金)の 高 純度 で あ

(46)

ると公表されたが、他の成分は不明である。額田部臣銘大刀の象嵌線は、X線 マイクロアナ

ライザーで分析 した結果、銀 ・塩素 ・鉄 ・アルミニウムが検出され、地金の鉄 と銀錆(塩 化

銀)の 塩素と土壌成分のアルミニウムを除 くと銀のみが残 り、定量分析は行 っていないもの

の銀濃度は100%に 近いものであろうと思われる(図9)。 額田部臣銘大刀の円頭柄頭の亀甲
(36)

繋双鳳文の象嵌線 も、同様のデータが得 られている。戌辰銘鉄刀の象嵌線 は銅で、その濃度
(6)

は100%に 近いものが使われている。東京国立博物館所蔵の韓国三国時代 の有銘環頭大刀 の

象嵌線の蛍光X線 分析でも銀と鉄が検出されたが、鉄は鉄刀身の錆の影響と考え られ、象嵌
(45)

線 はほぼ純銀であることが推測される。
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図6辛 亥銘鉄剣の象嵌線

φ
鴛

贈

殺

6

幅抑
父

L

織
ギ

縣
,謝

'

い

醜

・腺

議

、㍉

・写鉱

'

㌣

雛

、
賊

鴇

.詑
凝

・

贈
糠

駕
.

麗

驚 婁
蝋
ゆ
ン

鱗

、

%

、

瞥
L

蹄璽

㌦瓢
》鞠

欝努

晦

濃

、
職

轍

・
、杁

購

撫

疑膣

　ド

'

馨

襲
藤

几寧

蓼

'
(

島甜

蓼

㌧

貸

辱

史

,

メ

シ

'パ

属

ヂ

聾麟沖

ヤ

、
拶

朔

甘
職
勘

⑨

炉

〉

噂

、
疹

・

・
詳

タ

蜘
ソ
、声

噸

、
く

竃

文
、"穐

あ
、

灘
。欝

、塩幽

駅驚

摩

む

カ

リ櫛
霧
細
霧
懸

左列上より直線部分の表面 ・側面 ・裏面と曲線部分の裏面

右列上より直線部分の表面 ・裏面と曲線部分の表面 ・裏面

57



図7象 嵌文様大刀の象嵌線
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下 ・三重県垣内田2号 墳円頭大刀柄頭象嵌線の裏面(左)と 同鞘尻の象嵌線断面(右)
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図8糸 象嵌技法模式図
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象嵌技法(糸象嵌)1彫 り望で象嵌溝を彫る2象 嵌線を溝に嵌める3象 嵌溝の両側の
カエリを内側に折り象嵌線をタタキ込む4鍾 で研いで仕上げる5 彫 り翌

表4象 嵌銘文大刀 ・象嵌文様大刀の塾彫 りと象嵌線幅

銘文大刀の名称 」打の長 さ(mm) 象嵌線の幅(mm)

漢中平紀年大刀(金 象嵌) 1.0^-1.2 0.5～0.8

七 支 刀(金 象嵌) 1.0^-1.2 0.4^-0.5

辛 亥 銘 鉄 剣(金 象嵌) 1.0～1.2 0.8^-1.0

銀 象 嵌 大 刀(銀 象嵌) 1.0 0.5^-0.6

額田部臣銘大刀(銀 象嵌) 1.0 0.7^-1.2

戌 辰 銘 大 刀(銅 象嵌) 1.0～1.1 0.3^-0.5

有銘圓頭大刀(金 象嵌) 1.0～1.2 0.7^-0.9

有銘環頭大刀(銀 象嵌) 0.8^-1.0 0.9^1.0

四天王寺七星剣(金 象嵌) 0.4～0.5

三 寅 釘(金 銀象嵌) 0.4～0.5 0.25

褥 祭 剣(金 銀象嵌) 0.4～0.5 0.5以 下

塾一打の長さは直線またはゆるやかな曲線部分の計測による
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象嵌文様大刀の象嵌線の組成分析で も多 くのデータが得 られている。奈良 ・星塚2号 墳の

円頭柄頭の亀甲繋双鳳文は、鉄地に金と銀の2種 類の金属で文様を象嵌する極めて稀な例で

ある。亀甲繋の繋線と亀甲隅の二重円の外円は金象嵌で、 この部分のX線 マイクロアナライ

ザーによる分析の結果は、金 ・銀 ・鉄 ・硅素 ・アル ミニウムが検出され、地金の鉄 と土壌成

分の硅素 ・アルミニウムを除 くと金と銀が残る。元素の定量は行 っていないが、金の濃度が

高い銀との合金であることがわかる。また、二重円の内円と双鳳文(双 鳥文)は 銀象嵌で、

分析の結果、銀 ・鉄 ・硅素 ・アル ミニウム ・塩素が検出され、地金の鉄 と土壌成分の硅素 ・

アル ミニウム、銀錆である塩化銀の塩素を除 くと銀のみが残 り、純銀に近 いものであること

が判る。(註36・ 図10)。 勝福寺古墳北墳から発見 された円頭大刀柄頭の僅かに残された金象

嵌線のX線 マイクロアナライザーによる分析では、金 ・銀 ・鉄が検出され、鉄錆の影響を除

くと金90%、 銀10%と なり金 と銀の合金であることがわかる(図11)。 また、 同古墳の象嵌

大刀巾頸の銀象嵌龍文線の分析では、銀 ・鉄 ・硅素 ・アル ミニウム ・塩素が検出され、地金

の鉄 と土壌成分の硅素 ・アル ミニウム、銀錆である塩化銀の塩素を除 くと銀が残る。ほぼ純

銀 といって良いであろう。

柳谷古墳の頭椎大刀の亀甲繋渦文柄頭の象嵌線をX線 マイクロアナライザーを使って定量

分析を行 った結果、銀98.2%、 鉄1.27%、 酸素0.52%の 値を得、また、同大刀の鞘尻の象嵌

線は銀90.89%、 鉄5.85%、 のほか硅素、酸素の値を得た(図12)。 両資料ともに地金 に由来

する鉄、土壌に由来する硅素 ・アル ミニウムを除外すると、純度100%に 近 い銀であること
(47)

が判 明す る。

垣 内田2号 墳 出土 円頭大刀柄頭 の象嵌線 の定量分 析で は、 銀96.52%、 鉄1.18%、 ア ル ミ

ニ ウム0.94%、 塩 素0.61%、 硅 素0.52%、 銅0.21%の 値 を得た。 また、 鞘尻 金具 の銀 象嵌 線

の定量分析 では、銀94.07%、 塩 素2.41%、 鉄1.42%、 銅0.91%、 ア ル ミニ ウム0.82%、 硅 素

0.39%の 値 を得た。両資料 と もに地金 に由来す る鉄、土壌 に由来 す る硅素 ・アル ミニ ウ ムと

(48)

塩素を除外すると、銅を微量に含む純度100%に 近い銀であることが判明した。

長野県本郷大塚古墳出土円頭大刀柄頭では、銀 ・鉄 ・硅素を検出 し、鉄地に由来する鉄、
(49)

土壌に由来する硅素を除外すると、 ほぼ100%の 銀であることが判明する。大阪府山畑22号

墳の円頭大刀柄頭の象嵌線の分析では、銀 ・鉄 ・硅素 ・アルミニウム ・塩素が検出され、鉄

地の鉄 と土壌成分の硅素 ・アル ミニウム、銀錆である塩化銀の塩素を除 くと銀が残る。ほぼ
(50)

純銀である。鳥取県西穂波C3号 墳出土の頭椎大刀の亀甲繋渦文柄頭の象嵌線の分析では銀 ・

鉄 ・硅素 ・アル ミニウム・塩素が検出され、鉄地 と土壌成分の硅素 ・アルミニウム、銀錆の
(50)

塩素を除くと銀が残 る。 ほぼ純銀である。
(51)

三重県前山古墳円頭大刀の亀甲繋心葉文柄頭と鞘尻の銀象嵌分析や兵庫県庄境1号 墳の大
(52)

刀鍔の象嵌の分析でも、同様にほぼ100%近 い純度の銀を使用 しているとの結果が示 されて
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図9額 田部臣銘大刀の象嵌線の分析
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図10星 塚2号 墳円頭大刀柄頭の象嵌線の分析
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図12柳 谷古墳頭椎大刀の鞘尻の象嵌線の分析
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い る 。

Czs)

韓国の三国時代の象嵌大刀の象嵌技法と象嵌線の元素分析を李午憲氏の研究を参照に検討

する。韓国の象嵌大刀17例 もすべて糸象嵌技法によるものである。象嵌線の断面は、顕微鏡

観察によって陳川玉田67-A号 墳象嵌大刀 ・伝安康象嵌大刀 ・出土地不明の鉄製銀象嵌蓮弁

文円頭大刀 ・出土地不明の鉄製金象嵌波状線文大刀の何れ も、断面が逆三角形であることが

確認されている。 また、象嵌線の金属種は、金象嵌の石上神社七支刀 ・昌寧校洞11号 墳象嵌

大刀 ・出土不詳象嵌大刀、金 ・銀を組み合わせる伝新鳳洞象嵌大刀 ・南原月山里M1-A号

石室象嵌大刀 ・壺杵塚象嵌大刀と、二色の対比を意図 して銅象嵌の一部に金箔を被せている

昌原道渓洞6号 墳象嵌大刀、その他8例 の象嵌大刀は銀象嵌である。

象嵌線の元素組成の明 らかな例は、伝 ・昌寧出土の有銘龍鳳文環頭大刀で100%に 近 い純

銀を使用 している。伝 ・清州新鳳洞象嵌大刀は金 ・銀を使用、出土地不明の鉄製金象嵌波状

線文大刀(湖 巖美術館所蔵)で は、金と銀の合金比が6.1～6.3:3.8～3.6の 金銀の合金 を使

用、昌原道渓洞6号 墳象嵌大刀の環頭の象嵌線は銅99%と 銀1%の 純銅に近いもの、そ して

一部でその上に金96 .6%・ 銀2.6%・ 銅1%未 満の金箔を貼 った部分があるという。 このよ

うに韓国の象嵌大刀の分析例は少ないものの、金象嵌は金に銀を加えた合金であること、銀

象嵌 と銅象嵌はほぼ純銀 と純銅であることが窺い知れる。

中国の象嵌銘文大刀の象嵌線の元素分析は行われていないので、戦国時代～漢代の銅製帯

鈎4例 の分析例を取 り上げる。帯鈎1は 銅地鳳鳳文銀象嵌帯鈎(糸 象嵌)、 帯鈎2は 銅地幾

何文金 ・玉象嵌帯鈎(平 象嵌)、 帯鈎3は 銅地幾何文金 ・玉象嵌帯鈎(糸 ・平象嵌)、 帯鈎4

は銅地幾何文銀象嵌帯鈎(糸 象嵌)で 、それぞれの金属象嵌線のX線 マイクロアナライザー

分析を行った。帯鈎1と 帯鈎4は 、錆の原因の塩素、酸素などを差 し引 くと、100%に 近い

高純度の銀を使用 していることがわかる。また、帯鈎2と 帯鈎3は 錆の酸素などを差 し引き

金と銀の比を取ると、帯鈎2は 金90.4%、 銀9.6%と なり帯鈎3は 金92.8%、 銀7.2%と な り、

ともに21金の純度にあたる(図13)。

以上の20数例の象嵌線の元素分析の結果を総合すると、文字象嵌と文様象嵌に共通 して銀

象嵌はほぼ純度100%に 近い銀を使い、銅象嵌 もほぼ純度100%に 近い純銅を使 っていること

が判る。ただ、金象嵌の場合は金濃度が90%以 上、80%前 後、70数%の3種 類の金線が使わ

れていて、中国または中国に近い地域程に金の純度が高いことが判る(表5)。

日本 ・中国 ・韓国の象嵌銘文大刀 ・象嵌文様大刀の象嵌塾の運び一打の長さと象嵌線の幅、

金象嵌の金 と銀の合金比率の違い、銀象嵌の純銀の使用、銅象嵌の純銅の使用の共通性、金

と銀 と銅の金属種 と色彩の明瞭な使いわけなどに、時代 と地域の特徴 と規則性を見い出すこ

とができる。
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図13中 国帯鈎の象嵌の分析
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表5象 嵌銘文大刀・象嵌文様大刀の象嵌線の組成成分

銘 文 大 刀

象 嵌 線 の 組 成 成 分 比(%)

備 考
金

(Au)

銀

(Ag)

銅

(Cu)

鉄

(Fe)

アルミニウム

(Al)

硅素

(Si)

塩素

CCI)
その他

漢 中 平 紀 年 大 刀
中国後漢製 ・
2世 紀 ・金 象嵌

七 支 刀 79.2
韓 国百済製 ・
4世 紀 ・金象嵌

「塵 袋 』 護 身 剣
韓 国百済製 ・3～
4世 紀 ・金象嵌

王 賜 銘 鉄 剣 日本製 ・5世 紀 ・銀象嵌

辛 亥 銘 鉄 剣 73 27 0 一 一 『 一 一 日本製 ・5世 紀 ・
金象嵌

銀 象 嵌 大 刀 一 0 一 0 }　 一 一 一 日本製 ・5世 紀 ・
銀象嵌(純 銀)

銘 文 一 0 一 0 } 一 0 一 日本製 ・6世 紀 ・
銀象嵌(純 銀)

額田部臣銘大刀
円頭柄頭 一 O

一 0 0 一 0 一 日本製 ・6世 紀 ・
銀象嵌(純 銀)

戌 辰 銘 大 刀 一 一 O 『 一 一 一 一 日本製 ・7世 紀 ・
銅象嵌(純 銅)

金 錯 銘 直 刀
日本製 ・7世 紀 ・
金象嵌?

丙 子 椒 林 剣
?・7世 紀 ・
金象嵌

金象嵌線 96^9 4～3 一 一 一 一 一 一

?・8世 紀 ・
金銀象嵌

三 寅 劔
銀象嵌線 一 95^97 5～3 『 一 一 一 一

坂 上 田 村 麿 将 軍 剣
日本製 ・9世 紀 ・
金象嵌

相 慮 和 尚 剣
ペルシャ製?中 国製?・

9世 紀・金象嵌

流 廃 寺 鉄 剣
日本製?・9～11
世紀 ・銀象嵌

褥 祭 剣
日本製 ・14～16世
紀 ・金銀象嵌

亀甲線
星塚古墳円頭柄頭

鳳鳳文

0 0 一 0 O 0 } }
日本製 ・6世 紀 ・
金象嵌

一

0
皿 0 0 0 O 一 日本製 ・6世 紀 ・
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◎ 最も多く存在する元素 ○ 検出された元素 一 検出されない元素 空欄は未分析
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5小 海町 ・畠山家伝来の三寅劔

(1)三 寅鋸の象嵌文字 ・文様

長野県南佐久郡小海町の旧家畠山理介氏宅には 「三寅鍔」銘の象嵌大刀が伝えられている。

1938年(昭 和13年)奇 しくも戊寅の歳に金工作家であり研究家でもある香取秀真氏がこの剣

を調査 し、金工研究史上貴重な資料であることを認めて大切に保管するようにと指示された

記録が残 されている。それか らおよそ半世紀後の1993年 秋に水野正好氏によってその価値が

再び見いだされ、小海町に同氏を委員長とする三寅劔調査検討委員会が設けられてさらに詳
(40)

しい検討がなされ、三寅釧は7～8世 紀の象嵌大刀であることが認められた。

三寅鋼は僅かに内反 りのある鏑造りの小刀である。刃には研ぎ減 りが見 られ茎は目釘穴か

ら先端をわずかに欠失するが、往時の形態を良 く残 している。現存の長 さ34.5セ ンチメー ト

ル、刃わたり25.4セ ンチメー トル、関近 くの最大幅2 .8センチメートル、棟の最大厚0。6セン

チメー トル、重量151.72グ ラムを計る。

この、刃わたり25.4セ ンチメー トルの問に、 この大刀の名 となっている 「三寅鋸」の銘の

ほか梵字 ・星辰 ・天部像 ・連続S字 状文 ・直線等が大刀全面に金銀象嵌されていて、前例の

ない内容豊富な新資料 として注目されている(図3・14)。

① 棟の象嵌

幅2.5～6.5ミ リメー トルの棟に先端から緩やかに蛇行する曲線、直線、波状線、鋸歯状線、

逆S字 状連続線が両側に直線(圏 線)を 伴 って関近 くまで連なっている。研ぎ減 りの為に文

様線が消滅 したり、線幅が減 じてはいるものの、残存する銀象嵌文様線の幅 は0.2ミ リメー

トル、両側の圏線の蓉彫 り一打の長さは約0.5ミ リメー トルを計る、非常に繊細 なものであ

る。

これらの文様線と一線で画された関までの長さ2.7セ ンチメー トルの部分 に三寅鋸 の銘が

ある。象嵌線が脱落 して襖状蓉彫りが列点に連なったり、象嵌線が懊状の列点の状態で残存

する部分があるものの、この釧の最 も大切な部分であるとの意識があってのことであろう、

研 ぎに際しても格段の注意がはらわれたと見 られ、他の象嵌部分に比 して研ぎ減りは少ない。

文字 は銀の象嵌 によって書かれ、その線画の最大幅は約0.25ミ リメー トル、 」打の長 さ

は0.4～0.5ミ リメー トルを計る。

② 侃表の象嵌

三寅鈎の侃表には、先端より意味不明の文様、星辰(星 座)、 天部像、棟に平行 した直線

が象嵌されている。

先端の意味不明の文様 は研 ぎ減 り激 しく、雲形の様な、天衣の様な塾彫 りの跡が残るのみ

67



である。

星辰は、○で表現する銀象嵌の星と、星と屋を結ぶ金象嵌の繋線が研 ぎ減 りによって磨滅

している部分が多い。列点状に残存する暫彫 りや象嵌を丹念に検討 した結果、三公 ・三台 ・

北斗七星の三星辰が描かれていることが判明 した。三公は三星をV字 型に繋 ぐ形が普通であ

るが、三寅鍔では二星一組にしてV字 型に繋いでいる。中国 ・唐代編修(627～649年 編修)

の 『晋書天文志」および北宋代編修(1086～1093年 編修)の 『新儀象法要」蕪頒星図による

と、北斗七星のそばに三公が2ヵ 所にあると記 されていることから、 これ らを一っにまとめ

たものと思われる。また、三台 ・北斗七星が裏返 しに描かれているのは四天王寺七星剣等に

も見 られる。三公 ・三台 ・北斗七星を揃 って象嵌する刀剣 は、四天王寺七星剣、正倉院七星

剣、法隆寺七星剣等に類例を見 ることができる(図15)。

『晋書天文志』によると、三公 は徳にもとつ く教化をひろめ、日月五惑星の運行を調整 し、

陰陽を調和 させるのが仕事の官である。三台は徳を敷き、瑞象をったえ、陰陽を調和させ、

万物を秩序づける役割をもっ。北斗七星は天の中央を運って四方を治あ、四季を定めて五行

を整える。つまり、天上世界の天帝が北極星にあて られ、天帝が天上世界を悪なく治あるた

めに、その運行を司ったり補佐役をなすのが三公 ・三台 ・北斗七星である。三寅劔の三公 ・

三台 ・北斗七星には、地上世界における徳、陰陽の調和、万物の秩序を司 る役割が期待 され

ているのである。

星の繋線の最大幅は0.2ミ リメー トル、塾彫 りの一打は長さ0.4ミ リメー トルであるのに比

して、直径2～2.5ミ リメー トルの小円で描 く星の暫彫 りの一打は長 さ0.2ミ リメー トル と短

い。滑 らかな円曲線を描 くために、塾彫 りの一打を二分の一に、回数を二倍にし小刻みに行っ

ている。

侃表の関近 くの像 も、他の文様 と同様に研 ぎ減 りが激 しく描線は僅かしか残 らないが、列

点状の蓉彫 りや象嵌を丹念に検討 した結果、 目・鼻 ・口 ・髪などを詳細 に描き、甲、襟甲、

肩甲を纏 って左手に戟を、右手のひらに何か(宝 塔か)を 乗せ、天衣が翻り、火焔円形光背

を持っ天部様の像が復原 された。前方下腹部を保護する前楯の無いこと、襟甲 ・肩甲が大き

いことなどの特色から、中国 ・唐代初期風の多聞天像(毘 沙門天像)と 推測されている。

多聞天像のうち、顔の輪郭 ・天衣 ・戟を金象嵌で、他を銀象嵌で描き、金銀象嵌ともに最

大幅は0.25ミ リメー トル、塾彫 り一打の長さは0.4ミ リメー トルを計る。

棟に並行する直線 は切 っ先より約三分の一が残るだけである。星辰が刃幅中央よりも刃部

よりに位置すること、多聞天像が刃幅の中央に位置することか ら、この直線は多聞天像光背

付近 まで延びていたものと思われる。塾彫りの襖形列点とその所々に象嵌銀が残 り、錘彫 り

一打の長さは0.5ミリメートルを計り、他に比 してやや長い。
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図14畠 山家伝来の三寅鍔
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③ 侃裏の象嵌

侃裏は切っ先か ら関にむかって、意味不明の文様、梵字、天部様の像が並ぶ。意味不明の

文様は、天部様にも、天蓋にも、日月文様にも見える。天部様 とする意見は、偲表 ・侃裏の

上下に四天王を描き四方の守りとしたのではないか との推測による。 この部分 も塾彫 りの模

形列点とその所々に象嵌銀が残る程度であるが、塾彫 り一打の長 さは直線部分で0.5ミ リメー

トル、二重円の曲線部分で0.3ミ リメー トルを計る。

梵字は九文字が刻まれていたと思われる。塾彫 りの懊形の列点 とその所々に象嵌線が残 る

程度で、第一字はオーン、第二字はバと読むことが出来るが、他は判読出来ない。平安時代

に密教とともに日本に伝来 した梵字教典中には類似の真言を見い出せず、より古い形の真言

であるかもしれない。梵字は輪郭を藝彫りする籠書きの手法で刻み、銀象嵌を行 っている。

梵字の直線的な部分の錘彫り一打の長さは0.5ミ リメー トル、曲線部分で0.3～0.2ミ リメー ト

ルを計る。

侃裏関近 くの像も、研ぎ減りが激 しく描線は僅か しか残 らないが、残存する塾彫 りや僅か

な象嵌線を手掛かりに検討 した結果、甲、襟甲、肩甲を纏 って左手に矢を持ち右手を矢先に

添え(あ るいは弓を引 く)、天衣が翻 り、円形光背を持っ、細部を詳細に描 く像が復原 され

た。侃表の多聞天像と同様に前方下腹部を保護する前楯の無いこと、襟甲 ・肩甲が大 きいこ

となどの特色から、中国 ・唐代初期風の持国天像と推測されている。

持国天像は、天衣を金象嵌で、他を銀象嵌で描 くが、今は象嵌線の脱落 している顔の輪郭

や矢は多聞天像 と同様に金象嵌であった可能性が高い。金、銀の象嵌はともに最大幅は0.25

ミリメー トル、暫彫 り一打の長 さは0.4～0.5ミ リメー トルを計る。

侃裏には、棟に並行する直線 は痕跡すら見当た らないが、意味不明の文様及び梵字真言が

刃幅中央よりも刃部よりに位置すること、持国天像は刃幅の中央に位置することから、直線

が持国天像光背付近まで延びていたものと推測される。

(2)三 寅劔のX線 透過写真撮影、エ ミシオグラフィー、象嵌線の組成分析

三寅鋸の製作技法などを解明するたあに、X線 透過写真の撮影、エ ミシオグラフィーの撮

影、そして象嵌線の元素分析を行 った。

①X線 透過写真撮影 とエ ミシオグラフィー

三寅鋸は、鉄製の刀に金 ・銀の象嵌が施されていて、鉄よりも銀のほうが質量が大 きく、

銀よりも金のほうが質量が大 きいから、照射されたX線 は金に多 くを吸収されて透過量は少

なく、銀は金よりも質量が小 さいから吸収されるX線 は少なくて透過量は大 きく、金 ・銀よ

りも質量の小 さい鉄では、吸収 されるX線 はさらに少なくて透過量は大 きい。 これらが、明

暗の差 となってフィルム上に像を写 し出す。
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しか し、実際に三寅劔のX線 透過写真を撮 ってみると、 この理屈に反 して象嵌文字 ・文様

は辛うじてそれと理解できる程度で、鮮明には写 し出されなかった。 これは、鉄刀の地金が

厚 くて錆もなく健全であるのに対 して、象嵌の金銀線は厚みがさほどな く、X線 透過量に差

がでないためである。

さて、X線 を使ったもう一っの撮影方法である、エ ミシオグラフィーを試みた。エミシオ

グラフィーは、物質がX線 を受けた時に新たに生 じる二次X線 をフィルムに写 し取るもので

ある。二次X線 は質量の大 きい物質ほど強いエネルギーとして現れるので、フィルムにはX

線透過写真とは逆に、鉄よりも銀が、銀よりも金が黒 く写 し出される。

その結果、多聞天像のエ ミシオグラフィーを見ると、戟と顔輪郭と天衣が最 も黒 く濃 く写

り、その他の描線がややうすく写 り、鉄刀身は更に淡 く写っている。象嵌線が脱落 し蓉彫 り

の痕跡が凹部 として残 っている部分は、鉄刀のバックと同様に透明で何 も写 っていない。 し

かし、肉眼では象嵌線が脱落 し蓉彫 りの痕跡だけが凹部として残っていると見えても、エ ミ

シオグラフィーには、黒 く濃 く、或いは、ややうす く写っている部分がある。 これは、塾彫

りの痕跡凹部に金 ・銀が残存 していることを示 し、多聞天像の復原に大きな手掛かりとなっ
(40)

た。

② 三寅劔象嵌線の元素分析

三寅劔の象嵌線の元素分析にあたっては、象嵌線の分析資料をサンプル採取できないこと、

34.5セ ンチメー トルの長大な資料を収納可能な資料室をもっ装置が必要なことか ら、国立歴

史民俗博物館情報資料研究部の斉藤努氏に分析をお願いした。

分析個所は、金色部分の侃表の多聞天像の戟、侃表の星辰 ・三台の繋線、侃裏の持国天像

の天衣、侃裏の意味不明像の4ヵ 所、銀色部分の侃表の多聞天像の天衣、侃表の星辰 ・三台

の星、偲裏の持国天像の鎧、侃裏の梵字第1字 オーンと第2字 バ、棟の三寅劔銘、棟の螺旋

状文の7ヵ 所、合計11ヵ 所にっいて行った(図16)。

その結果は、金色部分は96～97%の 金に、4～3%の 銀を混ぜた金銀合金であること、銀

色部分が95～97%の 銀に5～3%の 銅を混ぜた銀銅の合金であることが判明した(図17・18)。

棟の三寅劔の銘が他の銀象嵌部分に比べて残存状態が良いことに対 して、侃表 ・侃裏の象嵌

とは異なる時期に象嵌されたのではないかとの疑義 もあったが、象嵌線の元素分析データは

象嵌は全て一一時になされたことを示 している。また、金象嵌は金の濃度が高 く、硬 さを増す

ためであろうか意図的に銀を混ぜたこと、銀象嵌についても銀の濃度が高 く、意図的に銅を

混ぜていることが、この三寅劔の象嵌の特徴であり、その製作についての由来を示 している

ものと思われる。

72



図16三 寅鍔の象嵌線の分析位置と分析結果
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図17三 寅劔金象嵌線の分析
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図18三 寅劔銀象嵌線の分析
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(3)韓 国の三寅劔 ・四寅劔

韓国の高麗大学に三寅劔のあることは、1987年 に宇田川武久氏の 「李朝前期の兵器の諸相
(53)

と 「兵器図説」」 に、 また、1991年 に は小笠原信夫氏の 「ある七星剣 にっ いて 一付 ・猪槍 の

(54)

こと」に紹介されている。 しか し、この二書には小海町の三寅劔との関連は語 られていず、

また、1994年2月 の小海町と三寅劔調査検討委員会による三寅劔の調査結果報道があってか

らも両氏か らの論評は発表されていない。

著者は、1994年3月 に宇田川氏と小笠原氏の二書を見いだし、4月 に早速に、韓国 ・湖巖

美術館の李午憲氏の紹介を得て高麗大学の三寅劔2点 と四寅劔1点 を調査 し、続いて、朝鮮

王朝美術館、韓国陸軍博物館、釜山市立博物館を訪ねて、あわせて15点 の三寅劔 ・四寅劔の

調査を行 った。

韓国の三寅劔 ・四寅劔は3つ のタイプに分類することができる(図19)。

1は 高麗大学所蔵の栗谷(李 現)所 有の三寅劔と伝えるもののタイプである。全長59セ ン

チメー トル、三葉環柄頭に木製の柄、蓮華型鍔をもち、剣身の表、関近 くに布目の銀象嵌文

様があり、続いて 「参寅劔 乾降精坤援簸日月象山檀形爲雷電運玄坐催凶悪玄斬貞」の銘文、

剣裏関近 くの布目の銀象嵌文様にっついて 「北斗七星 ・角 ・充 ・域 ・房 ・心 ・尾 ・箕 ・斗 ・

牛 ・女 ・虚 ・危 ・室 ・壁 ・奎 ・婁 ・胃 ・昴 ・畢 ・i皆・参 ・井 ・鬼 ・柳 ・星 ・張 ・翼 ・i」 の

二十八宿の星座が真鍮象嵌によって描かれている。

また、栗谷三寅鍔よりもやや長 く、四寅劒銘の大刀 もある。高麗大学所蔵の四寅劔で、全

長75セ ンチメー トル、三葉環柄頭に木製の柄、獅噛文鍔をもち、剣表に 「四寅劔 乾降精坤

援嬢 日月象岳檀形爲雷電運玄坐催凶悪玄斬貞」の銘文、剣裏に北斗七星と二十八宿の星座が

真鍮象嵌によって描かれている。朝鮮王朝美術館、韓国陸軍博物館、釜山市立博物館にも同

じタイプの四寅劔が所蔵 されている。

2は 韓国陸軍博物館所蔵の四寅劔で、全長100セ ンチメー トル、五葉型柄頭 ・柄 ・剣身 は

一一体造 りで、柄頭両面に二十八の星辰、柄の両面に呪符、側面に梵字真言、鍔には梵字を象

嵌 している。剣身の表に関より 「四寅劔 乾降精坤援嬢日月象岳檀形爲雷電運玄坐催凶悪玄

斬貞」の銘文、そしてこの銘文帯を両側か ら挟むように切 っ先側から梵字の銘文、剣身の裏

に北斗七星 と二十八宿の星座が真鍮象嵌によって描かれている。国立博物館にも同 じタイプ

の四寅劔が所蔵 されている。

3は 高麗大学所蔵の三寅劔で、全長136セ ンチメー トル、三葉環柄頭、華葉文の彫 られた

金属の柄には 「参寅劔」の銘が象嵌 され、蓮華型鍔をもつ。剣身の表に 「参寅劔」の銘、裏

に北斗七星が象嵌されている。同 じ形式で、銘が 「四寅劔」「四寅斬邪劔」 としているもの

が朝鮮王朝美術館等にある。

剣の形態、銘文の字体、屋辰の描写などが3つ のタイプで異なり、これが年代差を示すも
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のとすると、1→3→2の 順序であろうか。

さて、1・2の 銘文は、 タイプによって多少字形が異なるものの、 これとほぼ一致する銘

文を記す刀剣を、中国に見いだすことができる。

中国 ・明の英宗の正統十年(1445)に 完成 した 『正統道藏』に収録されている 『上清含剣

鑑圖一巻』の景震劔である。景震劔序 は、次のように記す。

夫陽之精者著名於景陰之氣者爽揮於震故以景震爲名式備精氣之義是知貞質相契氣象通運用

之機威璽有,.○ 神代形之義已○於眞○○鬼擢邪之理未聞於音制此所以劔面合陰陽刻象法天地

乾以魁○爲秒坤以雷電爲鋒而天○所加何物不伏雷電所怒何物不催侃之於身則有内外之衛施之

於物則随人鬼之用

と述べて、景震剣の図には、柄頭、柄、剣身に次の銘文や符が記されている(図19)。

景 乾降精坤磨霰 日月象岳漬形(辛 酉符)日 月○(歳 星)春 ○(II星)夏 ○(鎮 星)

季○(太 白星)秋 ○○(辰 星)冬

震 爲雷電運玄星擢凶悪亨利貞(庚 申符)戊 己岱催衡紅嵩河華濟恒風雲雷電

景震劔柄の両面の銘文、「乾降精坤鷹籔 日月象岳漬形爲雷電運玄星捲凶悪亨利貞」 は、韓

国の三寅劔 ・四寅劔の1・2の タイプの銘文と比較すると、鷹 と援、漬 と檀、利 と斬の3字

の相違を除くと全 くの同文である。

さて、高麗大学所蔵の栗谷(李 珂)所 有と伝える三寅劔の箱には次のように記 した紙片が

貼付 されている。

栗谷先生明宗朝人距今三百七十年

右三寅鋸寅年寅月寅 日製作故名之

先生入山修道時常以此護身僻邪鬼

栗谷 は李珂(1536-1584)の 号である。李珂は1536年 江原道江陵に生まれ、13才 で進士試

験に合格、29才 で戸曹佐郎(正 六品)、以後、礼曹佐郎、吏曹佐郎、33才 で千秋使書状官 と

して中国 ・明に遣わされ、右副承旨(正 三品)、吏曹判書(長 官)、 時務六條 となったが、48

才で生涯を閉 じた。仏教や儒教を学んで、『聖学輯要」『撃蒙要訣」などを著 し、 また、『明

宗実録」の編纂にも携わった。 この時代、王朝内の政争が絶えず、また倭憲の侵攻 もあって、

朝鮮の社会は大いに衰えたが、李珂は十万兵養説を唱えるなど民生 ・国力の回復に大きく貢

献 した文士 ・儒学者であった。栗谷所有の三寅劔は、寅年、寅月、寅 日に製作 したが故に三

寅劔と呼ばれ、護身 ・僻邪の剣であったという。

また、『朝鮮王朝實録』にも四寅劔の記述がみられる。

『朝鮮王朝實録」 燕山君十二年丙寅正月(1506)

傳日.四 寅劒二百造入.

『朝鮮王朝實録』 中宗二四年己丑十二月(1529)
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図19韓 国 の三寅鋸 ・四寅劔 と中国の景震剣
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憲府啓前壼官事.且 四寅劒造作時.必 預為山役聚利匠而後.乃 可爲也.一 朔 山民弊不

費.私 匠一人一日之役.錐 不甚害.捜 括之弊.亦 豊少哉.如 此凶歳.錐 汲汲之事.尚

可停罷.而 以不急之事.至 於如此.請 停其役.命 停四寅劒事.飴 不元.

『朝鮮王朝實録』 中宗三七年壬寅四月(1542)

… 凡視等事.勿 命停之.習 陣之日.十 六日命停経錘者.以 有故不能親臨.而 猶為

視事.事 髄以異故也.在 下之人.未 知此意.以 予為視事寝不如初.其 言當　.工 匠則

別無他役.只 於別造弓四寅劒造成之事.匠 人数多　二.如此凶年.命 停不難.而 別造弓

則常時賞賜戌邊將士及守令.故 軍務之事.不 得巳為之.四 寅劒寅年寅月寅 日寅時所造

則非年年所鋳.必 於寅年之.此 祖宗朝故事也.今 年適寅年.故 命鋳之.今 則工役垂

畢 来月間當告詑云.今 若命停.則 後日更為之時.其 弊尤甚.故 不為停役也.此 意政

院知之.

『朝鮮王朝實録」 中宗三七年壬寅四月(1542)

・・・・・・… 四寅劒.錐 循例造作.只 為穰災.渉 於左道.實 是無用之物也.當

此飢歳.多 聚公私匠人.累 朔攻造.歴 費實多.甚 非不作無益害有益之義 請亟命停役

且其監造内官司鋪等.其 螢私作弊状.巳 皆顯獲.飾 僻不服.所 當窮詰.況 事係晦罪.

未及取服.樫 其律.必 有後弊.請 加訊鞠.取 服後定罪.苔 日.日 本國王書契.上 来後

朝廷可以議庭也.四 寅劒事.自 祖宗朝寅年打造.藷 例故.蕨 初為之.如 此瞼年.聚 工

造作.非 汲事.停 之以當.内 官司鍮等公事.取 服然後定罪可也.

四寅劒は寅年の寅月、寅 日、寅時に造 る穰災の剣である。朝鮮王朝樹立以来の習わ しであ

り、燕山君12年(丙 寅 ・1506)に は、200振 りもの四寅劒が造納されている。 しか し、 四寅

劒の造作には多 くの山民 ・匠の労役を必要 とし、飢謹の歳にこれを行うとさらに弊害をもた

らすとして、中宗25年(1530)に は製造を中止、 さらに中宗37年(1542)に は、飢饅に加え

て、左道に使われる無用の物であるとして製造を中止 している。 このように韓国の三寅劔 ・

四寅劔は朝鮮王朝によって寅年 ごとに製造され、その思想的背景は、中国の景震劔 との関連

から、道教の 「偲之於身則有内外之衛施之於物則随人鬼之用」すなわち護身 ・僻邪の思想に

根ざしているのである。

(4)東 アジアにおける三寅鋸

寅年 ・寅月 ・寅日に造った剣の威をか りて護身 ・僻邪を願 うことは、古 くは8世 紀の日本

に新 しくは16～18世 紀の韓国に存在することが判明 し、また、韓国の三寅劔銘 とほぼ一致す

る銘をもっ中国の景震劔があり、15世 紀の中国にも三寅劔 と共通する護身 ・僻邪の剣の存在

したことが判った。そして、その信仰には道教と仏教 ・儒教が習合 していることも三寅劔 ・

四寅劔の漢字銘文や星座 ・符とともに天部像 ・梵字銘文が描かれているのを見ると明らかで
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ある。

7・8世 紀の象嵌銘文大刀象嵌線の組成分析データを持ち合わせていず、いささか飛躍 し

た推測にはなるが、畠山家伝来の三寅劔の金象嵌線の高い純度(96～97%)と 銀象嵌線の銀

95～98%と 銅5～3%の 合金比率の特徴は、他の象嵌銘文大刀 ・象嵌文様大刀のデータと比

較すると、 日本のデータより中国のデータに近 くなり、畠山家伝来の三寅劔は中国で造 られ

た可能性が高 くなる。

中国後漢の建初二年五十凍鋼剣や中平紀年大刀にみる護身 ・僻邪の刀剣は、様々に形を変

えながら韓国 ・日本に広がり連綿と続いている。

6お わ り に

護身 ・辟災 ・招福を願う象嵌銘文大刀の銘文の原初的かっ基本的な形は中国 ・後漢(東 漢)

に製作された東漢建初二年五十凍鋼剣(77年)や 東漢永初紀年鉄刀(112年)、 漢中平紀年大

刀(184～189年)に 見ることができる。現在のところ、 この種大刀では東アジアで最 も古い

これらの大刀は紀年と鍛練句とでも言 うべき五十凍 ・計凍 ・百練などの十分に鍛え造 った素

晴 らしい大刀であることを表す句、辟災、招福の句を極めて簡素に記 している。東漢永初紀

年鉄刀や漢中平紀年大刀のような刀背に銘のある儀侯用の長刀 ・長剣に限らず、天廻山3号

崖墓金錯書刀(184年)や 『貞松堂吉金図」巻下の東漢永元十六年書刀(104年)な どの木簡

を削 り紙を切る文具用の書刀にも同様の銘文が記 され、刀剣に辟災 ・招福の銘を記 してその

願いを実現 しようとすることは、漢代にすでに広 く行われていたことを窺わせる。

朝鮮半島三国時代の百済で造 られた 『塵袋』護身剣は紀年、鍛練句と護身 ・辟災 ・招福の

銘文を記 し、三公戦闘剣(将 軍剣 ・破敵剣)と 一対をな してその役割を期待されてお り、七

支刀は紀年(372年)、 鍛練句 と護身 ・辟災の意味を含む破敵の句が剣表に、百済王の世子が

倭王の為に造 ったとの造剣の由来が剣裏に記されている。『塵袋」護身剣 ・三公戦闘剣 は符

や銘文の表現 ・内容が豊富になってはいるものの、その意図するところは、東漢永初紀年鉄

刀や漢中平紀年大刀の銘に近 く、具体的に象嵌大刀の贈受の銘を付加する七支刀よりやや先

行するものと思われるが、両剣が日本にもた らされてか らの役割は、これ らを保有すること

によって、護身 ・辟災 ・招福を成就 し、敵を撃破 して権力を獲得 し、その権力を保持する王

権の証としての銘文大刀であり、この二っの銘文大刀は朝廷と石上神社に代々伝授されてき

た。前述の中国 ・後漢(東 漢)の 銘文大刀が護身 ・辟災 ・招福を抽象的な心の願いとして記

すのとは大いに違い、現世の政治権力の保持と継承に使われている。銘文大刀の時代的 ・地

域的な変化 ・変遷をここに見ることができる。

このような銘文大刀の銘文表現や性格の変化は日本で作刀される大刀 も軌を一にする。
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銀象嵌大刀は紀年(獲 加多支,.大 王の治世年)、鍛練句、吉祥句のほか大刀の保有者(典

曹人 ・元利弓)・ 作刀者(伊 太加)・銘文の書者(張 安)と 権力の永続性を記 している。また、

辛亥銘鉄剣は紀年、鍛練句に加えて、鉄剣の保有者(杖 刀人首 ・乎獲居臣)の 八代の家系 と

獲加多支..大 王の治世を補佐 した履歴を記 して権力の正当性と永続性を述べて、吉祥句 さえ

も記 していない。額田部臣銘大刀は今 は失って しまった上半部に紀年、鍛練句が記 されてい

たと思われ、加えて大刀の保有者(額 田部臣銘)・作刀者?(阿 口素)が 記 され、辛亥銘鉄

剣、銀象嵌大刀 と同様の権力の保持の正当性を述べた ものと思われる。そして、 この三っの

銘文大刀が発見された江田船山古墳 ・埼玉稲荷山古墳 ・出雲岡田山古墳は、5世 紀後半から

6世 紀初めの地域の首長を埋葬 したとされる堂々たる規模の前方後円墳 ・前方後方墳で、銘

文中の権力の正当性 ・永続性 とは、それぞれの地域を支配する地域首長としての権力に他な

らない。護身剣 ・三公戦闘剣が王権の証 として鎌倉時代まで朝廷に伝世 し、また、七支刀が

王権の軍事を司 った物部氏の氏神である石上神社に現在まで伝世 しているのとは異なり、銀

象嵌大刀 ・辛亥銘鉄剣 ・額田部臣銘大刀は地域首長としての支配権を認められるとともに、

王権の治世を佐け支えた功績を讃え記念する品として王権より贈与され、保有者の死 ととも

に古墳に副葬された一代限 りの銘文大刀である。

韓国三国時代の伽耶で発見された有銘環頭大刀には、いまは失われた上半部に年紀 ・鍛練

句などがあったものと推測され、残存部分には保有者の辟災と吉祥の願いが記されている。

また、有銘円頭大刀には吉祥句 とおぼしき字句が記 されている。出土遺跡は詳 らかではない

が、ともに昌寧伽耶の首長墓からの出土 と考えるのが妥当で、辟災 ・招福の願いと地域支配

権の証としての象嵌大刀と思われ、保有者の死 とともに古墳に副葬されたのであろう。 しか

し、『塵袋』護身剣や七支刀が日本の王権に代々伝世 し、かっ一方で銀象嵌大刀や辛亥銘鉄

剣が王権より地域首長に与えられた大刀であるように、伽耶の象嵌銘文大刀が伽耶と百済 と

の関係を表す ものとしていいのかはまだ判 らない。

王賜銘鉄剣は、王(大 王)が 与えた剣であることと吉祥句か由来を短 く記 している。辛亥

銘鉄剣に先行する5世 紀中頃の銘文大刀で、前述の3銘 文大刀と同様に権力の正当性を主張

する刀であるが、稲荷台1号 墳の位置や小規模な円墳であることか ら、鉄剣の保有者は地域

支配の首長ではなく、畿内と上総を結ぶ要衝の管理にあたる人物であったと考え られよう。

このような銘文大刀の性格は、戌辰銘大刀 ・金錯銘直刀にも共通する。戌辰銘大刀は7世

紀初頭の年紀のみが記され、これを出土 した箕谷2号 墳も小規模な円墳であり、大刀の保有

者は畿内と伯書 ・出雲を結ぶ要衝の管理にあたる人物であったと思われる。金錯銘直刀の銘

文及び出土遺跡は詳 らかではないが、戌辰銘大刀のように年紀のみまたは丙子椒林剣のよう

に人名のみが記されていた可能性がある。いずれもが、その地位と職掌の証として王権より

授かり、保有者の死とともに古墳に副葬された、一代限りの銘文大刀である。
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飛鳥 ・奈良時代になって、中国から新たにもたらされたものと思われる三寅鋼は文字と星

宿 ・天部の図像により護身 ・辟災を願い、正倉院呉竹鞘杖刀(七 星剣)と 聖徳太子侃用と伝

える四天王寺七星剣は星宿 と瑞雲の図像により護身 ・辟災 ・招福を願い、また、線刻ではあ

るが法隆寺多聞天持物の七星剣 も星宿 と瑞雲の図像により護身 ・辟災 ・招福を神仏に願って

いる。 これらの銘文大刀 ・七星剣は、東漢永初紀年鉄刀や漢中平紀年大刀がそうであったよ

うに、心身の安寧 と辟災 ・招福を願 う大刀であった。 さらに、平安時代の不動明王慈護明を

象嵌する相鷹和尚剣や表に 「貞観九年歳次丁亥十月五 日始」の銘と星辰、裏に瑞雲と火焔を

表わす東寺不動尊九徹劔、室町時代の不動明王真言 と北斗七星を象嵌する禍祭剣は、不動明

王に辟災や病気の平癒を願 う加持祈祷に使われていたことが文献に見え、奈良時代の銘文大

刀 とは質を異にしている。ただ、朝廷には飛鳥 ・奈良時代か ら中世を通 して、王権の象徴と

しての象嵌銘文大刀であるr塵 袋』護身剣 ・破敵剣が伝え られているのは前述のとおりであ

る。

韓国の栗谷三寅鋳 は入山修行の際に護身 ・僻邪の剣として所持され、寅年 ・寅月 ・寅 日に

一度に200振 りも造作されたという三寅鋳 ・四寅劒は朝鮮王朝国王から臣下 に贈与 される王

賜の剣 ・穰災の象嵌銘文大刀であった。

中国 ・後漢の象嵌銘文大刀は道教思想に基づ く辟災 ・招福の大刀として造 られ、東アジァ

の銘文大刀に共通 した性格として受け継がれる一方で、朝鮮 ・百済と日本 ・古墳時代では辟

災 ・招福に王権や地域支配権の政治的要素が付加された。 しか し、飛鳥 ・奈良時代以降にも

日本には道教と仏教が習合 した形での辟災 ・招福の象嵌大刀としてもたらされた。その願い

とかたちは、今も日本 ・韓国 ・中国の社寺や民間信仰の中に息づいている。
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